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中小企業のためのデータマイニングシステムに
　　　　　　　　　　　　　　関する研究

董 彦　文

概要1本論文では，ある学生駁卸販売会縫を具体的事例として，中小企業へのデータマイニング手

法の癒絹を考究する。まず，データマイニング手法を中小企業へ癖馬する必要性およびこれに際し

ての課題を述べて，中小企業のためのデータマイニングシステムの一般構成を提案する。次に適灘

可能な業務分野および違欝可能なデータマイニング手法について検討し，データマイニングの適絹

に麗するガイドラインを与える。さらに，顧客信罵評癒開題を具体纒として事擁ベース推論という

人工知能手法の遍羅を撰案ずる。

キーワード：データマイニング，人工簸能，信灘評懸．システム設計，事鰹ベース推譲

i．はじめに

　急速な経済礫境の変｛ヒにともない，覆内幕場」）過鶏な競争や癒格破壊が進み，業績の落ち込みが

激しい企業が多いなか，様々な業種で極螺に成功している企業がある。このため，従来のビジネス

慣行の有効性が低下するとともに，新しいビジネスシステム，組織の必要性が認識されるようになっ

ている。メーカや小売癖の顧客へのアプローチも，そうした流れの中で，大きく変わ雛つつある。従

来のマスマーケットを対象にしたマーケティングは，十分にその効力を発揮しなくなってお甑顧

客の要望を鑑確1こ知拳，それらに適切に応え続けることで，顧客との強い縫係を構築・維持し続け

て，補益の最大化を震ることが重要であると認識されてきてシ顧客獲得・需要麟造から顧客維持ヘ

シフトするのが今蒙のマーケティングの新潮流となっている。顧客知識を活絹し，抵コストで懇到

の灘客ニーズに対龍草することによって，常客との関係を確立し，顧客を満足させる手法，技術が求

められている。

　また，大容量記憶媒体とデータベース警邏システム」）縁懸悠紀．計算機越還籠力の海上，インター

ネッ霞こ代表される情報通磐技備の急激な進展につれて，データ薮集が容易になったため，轟効率・

低コストで大規摸データベースが多くの企業で構築され，データベースに蓄積されたデータ量が増

え続ける反面，これらの莫大なデータから有露な幡報乏知識を見つけることが葬常に墨難にな鰍さ

らにこれが企業の経営戦略または経営活動に層縁されているかというと，大きな疑問が残る。

　近年来，蓄積されるデータの有効利罵を馨的とするデータマイニングが渡日を集めている。デー

タマイニングの実体は，特定のツールや装備ではなく，人工難籠，数理統計学，データベース技徳

などの要素技徳を使った総合的な開題解決システムということができる。これまでにデ一夕マイニ
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ングは．すでにいろいろな分野と様々な企業で遷絹され，多くの成功事粥が伝えられている。

　しかしながら，これまでの成功事例の多くは，鱒連パッケージソフト簸売企業または大手企業に

よ鯵紹介され，遍羅企業の生データが公開できないため各車醗の詳纈は見えない。また，舗甥事瀦

に薄して高度なデータマイニング手法の開発と提案に麗する癖究は多いが，嬢簿に多種多様な手法

から羅象企業と楽舞に一番適燐なものを選ぶべきか，または各種の手法を嬬醸こうまく組み合わせ

て特定の課題解決に遜絹すべきであるか，など9）ように，データマイニング手法の適驚方法論に隣

する醗究はまだ少ない。さらに，中小企業への遍羅と成功事鱗紅関する報告は非鴬に少ない。そこ

で本藩究では，ある中小綬模の学生服舞販売会社を異体的事醗として，中小企業へのデータマイニ

ングの応需を考究する。中小企業におけるデータマイニングの必要性と課題を窮確にしたうえ，中

小企業1こおけるデータマイニングの遍驚分野を読聡し，中小企業晦け0）データマイニングシステム

の構成を提案する。さらに，顧客信絹評緬問題を癒罵纒として，マイエング結果の解殺と活矯にお

ける人工知能手法の適矯について詳しく検討する。本論文の慧釣は，中小企業へのデータマイニン

グの適用に聴するガイドライン，および中小企業向けのデータマイニングシステムの一般的枠纏を

与え，中小企業へのデータマイニングの癒幕1こ関する醗究基礎を購築することである。

2．ヂータマイニング概要

2．まデータマイニングとは

　①　データマイニングの定義

　簡単に言えば，データマイニングとは多様で大量σ）蓄積データから有絹な無識・驚報を塾鐡また

は握拳鐵すことである。しかし，データマイニングの定義に麗しては統一された見解がまだ存姦し

な雛。醗究者および実務巷の撹点や立場によって，その主張が大きく異な彗，現実にはいろいろな

データマイニングの定義が与えられている。

　㈱SASインスティチュートジャパン国はデータマイニングの目的と手段の視点から次の定義

を与えている：

　「データマイニングとは，意味のあるパターンやルールを発見するために，大容量のデータを嚢動

的もしくは半自動的手段で分析し探索することである。」

　P．C鵠ε黙ら1韓はビジネス分野におけるデータマイニングの役塞から，次のようにデータマイ

ニングを定義している：

　ドデ一夕マイニングとは，以前には知られて雅なかった，有効で，活躍できる情報を大矯模データ

ベースから麹鐵し，その驚鞭を驚いて重要なビジネス上の決定を行うプロセスのことである。」

　また，D、塩撮ら彊はデータ1こ対する婬礫の観点から次の定義を与えた：

　「データマイニングとは，予知できなかった（蓉果）縫線を発見し，またはデータ所有者にとって

選解罵能でかつ遍羅璽能な手法を驚いてデータを整理するために，齪察データの集合を解析するこ

とである。」

　このほかにも，様々なデータマイニングの定義が与えられている。しかし，これらの見解の違い
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はビジネスと飽の分野におけるデータマイニングの有縁盤とは驚の翼題であ雛，定義上の異霧を避

けて，データマイニングの有絹性に着聾して，データマイニングを議論するのが多い。

　（2／　データマイニングの手顯と欝泌（K簑Gwl畷欝販scovεry塗D厳めasε／

　データマイニングは非常に大きな労力を要する鐸業であ静，図嚢こ示すようにその一般約手顯は

次のとお彗である　［23。

1ステップ茎ビジネス目標の決定3確実にビジネスに役立ち，データマイニングを成功させるに

　は，まずビジネス上の開題または課題を明確紅定義する必要がある。これは，どんなデータマイ

　ニング・プ霞ジェクトでも不可欠なステップであ鞠省くことはできない。

「ステップ2データの準備3

1ステップ2．iデータの選訳3　ビジネス騒穣の達成と課題の解決に必要な内灘と外部積鞍を集め

　る。大量のデータがすでにデータベースに蓄積されているため，データの叡集はそれほど難しく

　ないが，必要なデータソースを識濁し，本当1こ嚢的に合ったデータを選撰することは意外にも簡

　単ではない。

1ステップ2．2　データの講雄建3　データマイニング作業を容易にするため，纂標データからノイズ

　や異常魑を除i羨し，データをク肇一ンなもの証する。どれがノイズなのか異常値なのかを麟慰す

　るには．婦象麗麗に弱する知識が必要であ塗，またマイニング手法の選択にも関連している。

1ステップ2．3　データの変換1　これから行う分析，およびデータマイニング・アルゴリズムに必要

　なデータ形式に合わせて，データを変換する。数纏データしか対麺できないデータマイニング手

　法を遍羅するには，なんらかのルールを驚いてカテゴ夢データやテキストデータを数纏化する必

　要がある。また，場合によっては元のデータを歪規化してはじめて懸値のある鏡報を見つけ鐵す

　ことがある。

［ステップ3データマイニング］ステップ2．3で変換したデータを繕いてマイニングを行い，興味

　のあるパターンまたは懸纏のある鷲報・知識を捲塗する．これはデ一夕マイニングプ震セスの中

　該をなすステップであ彗．適切なデータマイニング・アルゴリズムの緩み合わせを選択すること

　を齢1ナば，この建運1ま高速であウ自動化されている。

［ステップ墨結果の分椀　ステップ3からの出力について解萩および評懸を行う。ここで銭支持

　度や信頼度などの評懸指標を計算し，様々な分析方法を絹いて定量的に評慰するのはよく採罵さ

　れる一般的や塗方である。現実開題の解決においては，マイニング結果を運解しやすいグラフな

定義
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　どの形式で表示する視覚化手法もよく整われ，これは業務撞当者の豊富な経験・鱗識を活かせる

　大嫌な手法である。

1ステップ5無識の理解1　ステップ蓬で得られたビジネス上の知識と驚報は，企業のビジネス活

　動および繕報システムに反駿させ，経営などにかかわる意思決定に活薦する。

　データマイニング麺蓬のうち，データの準備がデータマイニング作業量全体の8割を占めるとさ

れている。

　醗iに示した手纈紅ついては，データマイニングの少し麟の蒔難に，データベースの短識発見

K至〉｛〉（K登owleδge至｝lscover￥搬Pat＆む＆s窃　という漢語が生まれていた。ig§§年にモントリオー

ルで闘縫された第建藝K工）P国際会議では，KDDは新生データからパターンや類似牲などの知識を

擁鐵するプ震セス全体を意味し，データマイニングはK亙〉Dのプロセスの特定のステップ，つまり醤

1の1マイニング窪ステップだけに使われる技徳である」と承認された。このため，いまでもKDD

のプロセスの知隷発発ステップに疑われる披講としてデータマイニングを定義する学者が少なくな

い属。最近，データマイニングツールの麗発顯売ベンダーやこの分野の人気業弊誌の震心が高まっ

た繕果，データマイニングという露語は，獲鐙と属じようにデータベースから知識を揺墨するプ窪

セス全体を意陳ずるように変えられてしまい，データマイニングとKDDを講義語として蔽うのは

一般的とな鯵，データマイニングとK更）むを区臠せず，使壊することになってきて雛る。

　（3）データマイニングとビジネス・インチ1ナジェンス

　データマイニングは大規模データベースから有漢な知識または鷺鰻を麹毯するシステムであるた

め，近年来急速に注目されてきたデータウエアハウス／データマートなどの技術・システムとは密接

な麗達をもつ。

　また，玉丁（精報技術／に基づくビジネスの意思決定を支援するすべてのプ讐セス，手法，および

ツールを表す包揺的な絹語として，最近ビジネス・インチ蓼ジェンスという言葉が使罵されてきて，

これの方法1こは．単純なスプレッド・シートから競争に耐えうる大きなインチ夢ジェンス魑理にい

たるまで広範露にわたる。データマイニングは，ビジネス・インテサジェンスの重要な新規購戒要

素となっている。纒2に示すように，戦術的および戦酪的などジネス上の意思決定基盤となる可能

性およびビジネス活動1こおける韓欝考の立場に基づいて，種々のビジネス・インチ夢ジェンス・テ

クノ賞ジーの諭達的な位置付けがそれぞれ異な参，ここからデータマイニングと勉の麗運技徳・シ

ステムとの楕違がわかる1鱗。

　（の　データマイニングと統灘解析

　データマイニングでは，重要な手法として統計解析がよく使われている。これに旛えて，統計解

蟹パッケージソフトウェアの販売会社がほとんど独自なデ一夕マイニングツールを醗発し，または

元の統計解析パッケージにデータマイニング機能を追越し発売しているため，データマイニングを

統計解析の一鋸であるとする考えも存在し，データマイニングを統計解析と混疑し区賭しない醗究

養もよく見られる。

　しかしながら，統計解辮と擾奉的に異なる点は，その考え方または鐵発点である。統計解析が「鰻

説の設題」を分緩暴的としているのに対し，データマイニングは「馨題の特定と原馨・構造遥求」を

分析鵠的としている。つまり，統計解辮は，まず「仮畿あむき」からスタートしてお9，その仮説
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分野フロセスが半麩動憂コされ　分蟹フ置セスが瞬謡型で1

、鵬膿行洛技勧基軸熱解法グ）深磯馴
　識が必要　　　　　　　　　　　　が簸・要　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　＿一一」

㌶タ謔P発黛饗驚に当
大量の生データから鐵発し，1ある仮説看）下，必要な繕i
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　　　　　矢嚢識の藁蕎｛ヒ 　
i　　より客観的

　i　　知識の共翻ヒ

を綾証し証明するためにデータは叡集され，分極される。仮説であるモデル式はデータの状態に左

右されることなく，統計的に証閣できなければ，モデル式は意味のないものとなってしまう。

　これに対してデータマイニングは，「データありき」からスタートする。つま参，データは存在す

るがそこ昌こ侮が埋もれているかわからない状慧から分析作業が始まるのである。そのため，分析前

に証萌したいモデル式があるはずもなく，仮説に沿ったデータを取集することも，実験を計癒する

こともない。

　分新対象とするデータおよび分析プロセスの特徴などの点から，データマイニングと統計解析，多

次元データ分極M更〉A（M磁tl｛）1懲e盤slo簸＆l　A欝alysls／およびオンライン解蟹廼運OLAP（0簸

L無eA盤lytlcalProcess絵g）との権違を表iにまとめる1圭1。
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2．2産業饗におけるデータマイニングの応用

　運論的・披講的1こはまだ大きな課題が残っているにもかかわらず，データマイニングに対する難

待は大きく，産業雰では，すでに統計解析や決定本，ニューラルネットワーク，壌麗爆則などの機

械学習・データマイニング技鶴を使って，実需的問題の解決に取参緩んでいる。元馨ら麟のサー

ベイを参考にして，産業暴におけるデータマイニングの悪罵分野と適繕事纒を表2に示す．

　これまでの公露資料によると，金議分野での適繕事携が最も多く見られる。特に米騒では，嬉懸

年頃から流通業や金離業でデータマイニングの事携が報告され，霞本蟹内でも近年は多くの事携が

報告されるようになった。金融分野では，業務の効率と質の改善効果を求めるために，膨大な顧客

婆ストからもっとも有望な麟客候補を晃鎌して，もっとも選切な蕎贔と商品総合せを提示した蓼，生

命保験の潜在的解約候補顧客や効果的なダイレクトメール宛先躾補顧客を決定したウする課，

表2、産業舞におけるデータマイニングの適絹事鱗

　　・マーケティング分野

　　　難産的な住宅鷺一ン串込み顧客の推定

　…　顧客に癒じた銀行商贔の選嫌な縫合せ（ク慕スセールス〉の設詳提示支援

金！輪難聴齢輪鱒欝の譲
　1
甦i　効果的なダイレクトメール宛先鰻補顧客の発露

　　・業務特化分野

　　　消費者葺一ン与信審査の半無人でヒノレーノレの発癒

劉顧客臨薮獄ク簸頒動議華保険の設計提示支援
　…議樋客と蝶マンと醗ラブル予灘

1藤鮒灘灘クレジ紬．カヂの狂飆．｛外ン綻

薬編チェーンおよびコンビニ藪売データからの優良顧客の発掘

謝蟹講勤鍵競褫きデ咳こ基づく羅撒売飛

劇纏贔激ッ腰醗観融続行き要齢懸，穣蕨勤予灘
冗　1

翻消魂鞭働かンの紙轍の叛麟翻こ翻る続パ外ンの懸

製
造
分
野

蕎贔の雀庫籔理および発漉量の予灘

ホームページでの藪客意晃酸葉による次饗i代新製品聡発

　（カスタマー1タレーションマーケティング）

分騒客の製贔クレーム構嬢と製造鋳難の突合せによる設計・製造理場への品質萱理要求発羅

製造現場σ）製造条繹と製品櫨査結果の突合せによる製造工程の改蓄

テキストマイニングによるアンケート織果・掲示籔善き込みおよび電苧鋒撮海容の分種

ホームページ縫覧嬉鰻からの懸雛簸饗のプロファイワングと藏客頷講分新

懇i議驚　蝶離纏や欝繋
轟i　　要マ…イング…磯トラフィ　　析

∋…

「霰客の通誌パターンによる通暴毒畢擁護不正｛愛灘綾鐡

一連鱗システムへ解クセ憩グ睡づく不正アクび灘

ウ
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董：データマイニングシステム

ニューラルネットワーク，コホーネンネット，クラスタリング，決定木，ラフ葉合，重暴帰分析な

ど，多様なデータマイニング装備が繕いられている。また，与繕審査半無人化ルールの適罵による

消費者ローン無人申込み機の露発や，膨大なクレジット・カード鑓絹記録からの不正灘驚パターン

発掘などの業務特権分野では，データマイニング手法が適稽され実績を上げている。流通小売分野

では，POSデータを繕いた優良麟客の発観や各種商品販売パターンの発掘・分析。インストアでの

販売促進羅知識の導鐵，有望顧客の洗虚しなどの霞で主に小売部湾σ）マーケティングのためデータ

マイニングが穫湧されている。金融分野に比べて，流通小売業では，籔う商品や小売条件，顧客行

動パターンがはるかに多様であ今．ぷイントカードなどを導入しても顧客を識熨することが葬掌に

園難なため，顧客や購饗事縫を墾確に落熨して特徴を発羅することは難しい。

　製造分野におけるデータマイエング1こついては，社内の文書やマニュアル検索などへの適繕が多

く，贔貿管運や工程管蓬への遍羅事携が馨藩され，実欝化が進められている。手法として，事溺ベー

ス検索，テキストマイニング，バスケット分藪と決定木などの最新のデータマイニング装備が羅い

られ，効果を上げて静る。さらに，主要電機メーカ，家電メーカは，カスタマーサレーションマー

ケティングヘデータマイニングの遍羅を試みて，ホームページで収集した顧客意見を次重代新製品

聡発へ生かそうとしているが，まだ試行の靉靆にある。全体的には，製造業蔭有のデータマイニン

グ適繕事鯛はあま撃多く見あたらない。

　簿報逓鑑分野では，データマイニング技衛がおもにインターネットの顧客マーケティングや電誌

細管蓬の分野に難いられている。この分野には豊富な電子化データ蓄積があるので，データマイニ

ングの遷罵範離は広輪。讐にネットワークとコンピュータの不正使灘や不正アクセスの櫨鐵など，膨

大な通彊讐グから特徴的パターンを発羅する適絹は成助を駁めている。また，インターネット上の

膨大なW曲ページから効率よくもつとも必要な精報を見つけ鐵す榛索エンジンの麗発に，テキス

トマイニングなどのデータマイニング装備が活灘さ蕊成果を上げている。

2．諺　デ一夕マイエングの海鵜に際する課題

　以上に遊べたように，データマイニングはすでに様々な分野に適湧され，各分野で濤いられてい

るデータマイニング装備も多様である。公表された適難事倒から，データマイニングの有効性と有

繕牲が実証された反面，いくつかの問題点が浮かびあがってくる。

　（葺　データマイニングツールの選録と導入

　データマイニングの実績化に伴い，データマイニングツールの商縮化も急速に進んでいる。藝種

類以上のデータマイニングツールと称するソフトウェアパッケージが馨内外のベンダーよ撃発売さ

れている囹。実装されたマイニング手法．秘驚薄籠なデータ変換・観覚化機籠および得意な業葬・

業務分野はツールによ瞬それぞれ異なり，録象となる問題を意識しながらデ一夕マイニングツール

を選択しなければならない。また，単体のデータマイニングツールとして典型的な開題淀優れた性

能を発揮するよ聾も，現実開題に対するソサユーションとなる総合的なシステム性能が強く要求さ

れている。

　このため，製造，通倭分野では毒販ツールを科懇するのみならず，露分野の翻発者とユーザが蕎

3
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する技術的な蓄積を活篤し，種々の技術をテストしその中から最良のものを選類して，遍羅対象に

カスタマイズ，チューニングしたツールやシステムを自ら構築することが多い。これに対し，会議

や流通分野では，事務紅適したツールをユーザ自らが灘発することは少なく，慶製の市販ツールを

鷹いてデータマイニングを実施することが多い。

　さらに，データマイニング技術の麗発や養鰻時の体鱗も業界ごとに異なっている。製造や遜麟分

野では，対象データ収集，鼓術雛発からシステム霧発．使稽までをすべて嚢議で行う場合が多いの

に対して，金融や流通分野では，コンサルタントや醗発企業と緩んでシステム麗発，あるいはスキー

ム麗発を行い，毒叛ツールを購入しユーザとしてそのまま秘濁する場合が多い。

　⑦　データ収集のボトルネック

　ビジネス礫場に蓄積されたデータを利駕する燦には，データが特定のマイニングを霞的として蓄

積されたものではないため，データマイニング作業に必要なデータが存姦しないまたは不完全な

データしか入っていないことがよくある。このような目的とデータ内容の不整合姓は，実鰹にマイ

ニング分析を実行しな鵠と明らかにできないことも多い。低コストで補足データを駁集する手段の

確保や，匿存データから必要蜷鞭を推定する手法などの技術が重要となるが，現状ではまだまだ未

露語である。データマイニングの藩究およびその癒欝ではマイニングの事体披講ばかりが浮嚢され

るが，デーータ取集法の十分な検討・改良，補足越選など．データ鞭集技術こそが成功の鍵を握って

いるといっても遜需ではない。

　（湧　データマイニング実施体麟

　帯筋ツールを購入してユーザが綾絹すれば簿とかなるという「帯筋ツール万能主義」が採られる

領海がよく晃られる。効果的なデータマイニングには，壷塞な知識と経験に基づいて各事撰獅適し

た様々な披講の縫合せや設定条件を見つける必要がある。マイニングの目的や対象データの内容は

事擁ごとに千差万機である。埋伏の毒販ツールは燧甥技術およびそれらを組み合わせる環境を提僕

するものであって，事携1こ難した適弱な装備の結合による越礫スキームや各種牲饒評緬指標，チュー

ニングパラメータなどの設定までは教えてくれない。データマイニングの実務への遍濡1こおいては，

ユーザが十分な知識や経験を蓄積するための蒔闘や資本を投入するか，コンサルタントや驚発会社

と密接な連携体霧彗を敷くなどの重量資力鐙必要となる臼

　韓〉　分析者スキルと統合・連騰との欠如

　分勝者のスキルがなければ，データを硬いやすいように撫正する（クレンジング作業／ことも，霧

の分析ツールを秘濡すればよいかと趨翫することもできない。データマイニング鼓講を提燃する講

究灘発老儒にも「講究分野の分辮問題」が鐵たわっている。データマイニング装備は，人工簸能，デー

タベースと統計解析などの複数分野6）基礎技徳に根ざすものであるが，これらの麟幾分野の醗究闘

発着の連携が必ずしもうまくいっているとはいえず，技術がばらばらに提僕されている傾向がある。

また，データマ仁ニングの実施スキーム全体を遷じた各種技術の総合せにおける整合性や，各種目

的やデータ内容に根ざした麩馨スキームの体系佐などに臠する醗究もまだまだ手付かずの状態であ

る。ユーザの立場に立ち，必要となる補助技衛，各種糞籔捲標，体系的マイニングスキームの蓄積

などに麗する藩究が必要である。
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3、事例紹介

9．至会社概要

　本醗究では，ある小規模の簿販売会社を薄象とする。この会社の取箏搬う商品を大きく分類する

と・表編こ示すとお麓4分類がある。主に幼稚馨の園甕から小・申・高校の生徒・学生驚の衣賑類

と聞違スぷ一ツ鷹贔で茎，講暮点があ馨，色・サイズの区霧をつけると，2甑碧奪巷点ほどある。

　表4に示すように，得意先は3つの分類に分かれ，それぞれ異なる形態で取引をおこなっている。

学生・生徒への霞販を学校ごとに1社ずつ，店頭顯売も重縫の得意先としてまとめる乙得意先は

8§§縫くらいある。健業員2む人で’争奪商§1意である自

表3．壌ウ扱う商贔の分類

し　分類コードr ■薦贔分類 騰コヂ「 騰藻分類

」
ウェア顛 玉3 水泳薦贔類

タイツ類 「
3

武道、絹藻類

㎜4旨
半櫨シヤ’三 韓譲罵藻類

長被セーター類 ウ
ゴ

オリエンテーション，羅贔類、

舞3攣・ショートパンツ類 鎗

　
i

　
ラ
岬

サンプ序

一 ■
6

1女・子ショートノぐン「ツ類 新縫取掻■藤贔

i　　　暮　　　　　　バッグ・各穂袋類

ヒ　§　　螺．畢．はちまき類
き

一十二一　　　欝　　　　　　　　　　校、畢船名幸し類

一…　　　登　　　　　　　　シューズ類

1
　　　　　　　　　　ランニング“類 2§ 各種メーカー墨

3淫

@」＿． 皺壁

［
9
］

＝
玉□

33 モ！戸ノン

蒲

その趣（灘繍など）

　πウオーター

水泳・ンエア類 縣 此鞍贔

表凄．得意先の分類

「霧「「　　　臆蜘癩　　　　　　　取彊徳

㌻難鷺継一［塵難纏謬
瞬学校艦磁　搬　　1掛売紳心　
汁㎜ｺ魚藤こ，纏縫鋳などを牲艦噸1牲・生徒醐滋綬げるルート（翻
字嚇し　　　　：　　…驚灘翻こよ　形態　1

「
3
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3．2経営課題とデータマイニング

　（麟　アソシエーシ嚢ン分析

　学生縁衣賑類は非常に特殊な蕎晶であり，学校の指定を受けていれば一定の販売数量を確保でき

るメサットがある反面，採絹指定が皺む消されたらまとまった数量の簸売斎場が消えるうえ，再び

採驚指定を受けてもらうには韓年もの営業努力が必要となる。また，少子化による需要の絶薄減少，

リサイクル活動の活発な展開による新線需要の減少，それ1こ服装の捲定を中生する公立学校の増燦

などのため，主要商贔の売上減少は避けられない。

　これに対応し，学校振定の学生羅衣酸類のみならず，文驚異・スポーツ璽品などの非学校指定の

学生繕最の販売にも力を入れて，これによ鯵売上の減少に磁窪めをかけることがますます重要に

なっている。このため，学校捲定商品と非揚足商品以下，一般蕎品と響ぶ／との併買動霧を学校

驚，地域購，薦晶懸，販売ルート辱彗に解析し，「ビールとオムツ」のルールを発見することは経裳土

葬鴬に懸値があ参，データマイニングの典璽的な適縁分野でもある。

　（2／優良得意先と優良蕎贔の識雛

　優秀な営業人縁の確保と定着化がすべての企業にとって重要であむながら，数十人規摸の中小金

業にとっては非常に難しい経賞課題である。鬱々の賞業活動体験だけではなく，販売データの解析

と分析結果からよ憂）正確に得意先・蕎品の販売動晦を驚撰し，優農婦意先と優良商品を確実に識劃

することは，営業マンのスキル・アップと営業活動の生産性晦一ヒにつながる。警溝彗分辮やクラスタ分

析などの手法を濡縁し，蓄積された販売データから得意先・商品の簸売動陶をいろいろな観点から

解析することは，データマイニングの得意分野である。

　（3／得意先の徳用評緬と不良得意先の識罰

　長簸の不景気のため，得意先の経営不振がますます深刻になり，6億円程度の年商に対して数千万

緯の滞納または不払静があ鞍，藤贔代金の雛時回収と不払い醜藍が重要な課題となっている。この

ため，鼕々の灘贔代金の請求・支払データの解析を通じて．各得意先の支払状涜と滞納動向を確実

に摺握のうえ，各得意先の借馬度を譜懸し，危験な得意先との取引に譲獲をかけて，不良得意先と

の取引を中止することは経営上求められ，ここからもデ一夕マイニングシステムを導入する必要性

が発られる。

3．3　中小企業の独懲課題

　上述した経営課題を意識しながら，馨常の取崇記録と業務システムのデータベースから必要な

データを漿集して，関連旛標を集計したうえ，実際にいろいろな手法を繕いてデータマイニングを

行った。その結果，経営上有益な熔報が得られ，中小企業においてもデータマイニングが露営に有

効であることを実証したと瞬時に，以下の課題をうまく乗む越えなければ中小企業においてデータ

マイニングを実罵化させることには無遷があるということがわかった。

　①　人材の不足

　各種統計解新手法およびその飽のデータマイニング手法を運解し，パソコンを熟練に操作して，

暮
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デ一夕マイニング作業を握当できる人耕は中小企業において極めて少ない。このた猷この分野の

コンサルタントまたは専門家からの支援が必要である。また，データマイニングを野営佳事として

定惹させて，蒙常の経営活動または警邏業務1こ活濡するには，奪海象ではなく一般の業務握当餐で

も容易に操作できるデ一夕マイニングシステムが必要である。企業の製品・サービスの特徴に基づ

き，解決すべき経営課題を髑髏にしてデータマイニングの適湧業務分野と適絹可能手法を特定した

うえ，データマイニング作業をかな聾の程度で自動的毒こ行うシステムを構築する必要がある。

　（2／　資金の不足

　大手企業に比べて，中小企業の精鞭化が大輪に遅れている。基幹業務椿報システムの導入と運営

さえ資金と人韓の嚢で大きな負鐙となっている中小企業が少なくない。董丁援：資に難ずる費灘対効果

を一麟厳しく見るようになった霧在，高懸なデータマイニング専絹パッケージソフトまたはデータ

マイニングツールを購入するには鑛露する経営者が多い。また設資をしても，本当に活穆できるか，

と大きな疑馨が残る。企業ごとにデータと手法を特定してからデータマイニング機能を基幹業務管

麗システムに縛み入れることが必要であろう。言い替えれば，高度な手法と高機能のパッケージよ

り，わか琴やすい簡易手法と憂いやすいシンプルなマイニングシステムは中小企業1こ適している。

　（鱗　データの暇集

　上達したようにデータ収集のボトルネックはデータマイニングの共通課題である。データベース

の膨大なデータからどういうデータを選んで，どういう指標を嚢ってマイニングを行うかは，経営

課題に麗する認識と灘連業務知識から講籔しなければならず，蔭的旛晦が大窮である。同鋳にデー

タベースのどこからデータを集め，どのように闘連捲標を計算するかを響漸するに1よ企業の情鞍

システム1こ関する知識が不罵欠である。業務と纂輯システムとの両方に精通する人材がほとんどい

ない中小企業においては，この鷺題がよ陰深亥彗であ撃，通馬分野と手法を鰻寇しても聞達データを

嚢動的または辛き動的に取集できるシステムを開発し，データ収集作業を支援することが必要であ

る。

　紛　マイニング作業支援

　蒔闘をかけてデータマイニング鐸業をしても必ず経営活動に役立てる結果が得られる保証はな

い。いつデータマイニング作業を行うべきであるかは業務担当者の鞍懸と経営活動のニーズに基づ

き決めるべきであるが，データの異常などを自動的に監視し，適切なタイミングで担当者1こ知らせ

て，解析作業を起こさせる仕緩みが必要である。

　（5／　結果の解萩

　得られた解娠結果を適窮に解職し，これを経営活動に反駁していくことは，データマイニングの

最終§的でありながら一養難しい修業である。現場」）関連業務知識だけでなくデータマイニング手

法に対する建解も必要である。専響家と現場握当者との其癖作業が不再欠である。しかし，データ

マイニングを渥常的に行うには専闘家の支援がなくても現場担当者が独自で解析・解萩作業を逸め

る必要があるので，結果解綬の段購には業務担楽者を有効に支援するエキスパートシステムが必要

であろう。
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蓬．システム構成

藁　デ一夕マイニングシステムの一般構成枠経

　デ一夕マイニングシステムの購成に麗しては，適驚対象となる業界と業務課題によリシステム購

成がそれぞれ異なるが，大量なデータから有屠な精i嬢・知識を握鞍鐵すことはすべてのデ一夕マイ

ニングシステムに共通する基本機籠であるため，」．を至翻ら霧は，醒3に示すような典型的データ

マイニングシステムの構成を与えている。

蓬．2　中小企業向けのデ一夕マイニングシステムの枠纏

　上述した経営課題とデータマイニングの遍羅課題1こ関する認識1こ基づき，中小企業のためのデ一

夕マイニングシステムを提案し，その構成を図4に示す。

　蟹護に示したとおり，擾案したデータマイニングシステムは．データマイニング作業を2つの躯

分に分けて行う仕緩みとなっている。至つは高度な統欝解析手法および人工知能手法を驚いて，より

複雑なデータ解衝とパターン発見を行う部分であ喜），もう一つは現在ビジネス活動において標準

ツーノレとして｛吏われているExcelなどの表計算ソフトに内蔵する分辮ツーノレとグラフ｛肇成・ピボッ

トテーブル機能を活欝し，データ解観とパターン発見を露営的に行う部分である。各購成モジュー

ルの機能1こ関する説職ま以下のとお蓼である。

GU董インターフェース

パターン評懸

デ一夕マイニングエンジン 無識ベース

データベース／データウェ

　　アハウスサーパー

デ一夕洗浄と葉群 フイルタリング

データベース データウエア

　ハウス

壌諺．　データマイニングシステムの典一璽繕成
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盤
知識・構報解毅と議蟹

（グラフ，擾魔窟ツーノ擁

マイニングエンジン

（纏｝麟．人工知能〉

知識ベース

　データ漿集
（s磁」．OL認，βTS〉

猛鷺越を薦墾た解毅と瀬

｛グラフ綴．ピぶツト

　　テーブル〉

露灘擁を羅姶た解締

（分梅ヅール，》融汽）

データベースサーバー

データベース

　　　　　　　　！轟
鎌務システム@、嚢

襲垂．　中小奮i業のためのデータマイエングシステム

　（麟　データベースとデータベースサーバー

　基幹業務システムの各種データを収集・保管するためのデータベース管蓮システムとサーバーシ

ステムである。高い効率と信頼牲をもち，各種データを取集・保管するだけではなく，データの完

全性・整合性を維持するためのエラーチェックとエラー麺理機能も働かせなければいけないため，マ

イク賞ソフト縫のSQLServeぎまたはOracie縫の0餓cleデータベースなど，専絹のデータベース

管選システムを導入する必要がある。

　（2／　データ収集

　このモジュールは2つの機能をもつ。iつはデータの洗浄（クレンジング作業）であ甑データマ

イニングを行うために生データを解析しやすい形に撫正する。翼捧的には，分析馨的に合わせて大

綬模データベースから必要なデータ項醤だけを叛き鐵した讐，データ採取不逞で鼓け項§がある場

合欠損値を醜陰・補完した撃，不正データや特異的なデータを除去したりする。また，データ形式

の変換や正規化などの廼礫も考えられる。もうiつの機麓1ま，データ醸集支援である。データベー

ス瞥蓬システムに内蔵するストアドプ賞シージャなどのSQLプログラミング機能オンライン解

析越運OLA駐機能およびデータ変換サービスPTSを活絹して，データ駿集作業をできる陳り自動

化させることによ塗，データベース操鐸・韓絹などがあまり得意でない現場握当考を有効書こ支援す

るのみならず，データ鞭集作業の効率アップを睡れることができる。

　（3）　マイニングエンジン

　決定木ラバスケット分析シ璽國帰分蟹，稽襲解析などの統計解析手法，およびニューラルネット，

事例ベース推論機械学習などの人工知能手法を篤いて，複雑なデータ解析とデータ越運を通じて，

優良顔客の発振や各種パターンの発羅・分析などを行う。データマイニング目的が予め決められる

場会，ニーズに合わせて遍羅対象にカスタマイズ，チューニングしたツールやシステムを自ら購築

することが望ましい。この場合，基幹業務システムと講じ開発ツールを霧いて構築すれば，基幹業
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務システムと統合することが容易なため，ユーザーインターフェースが統一され，握当都こは獲解

しやすく操作耕霧が嚢科である。もちろん，毒販のデータマイニングツールを導入する方が瞬発コ

ストと闘・薬王鞘の嚢で欝穂な場合がある。

　（の　短識・燐報解殺と評簸

　データマイニングエンジンでの解析結果または発見パターンを人間の遅解しやすいグラフなどの

形式で表示する以外，握当者と録議しながら，マイニング手法と実行パラメーターを指定したり，マ

イニング結果に関して支持度・信頼度などの評懸纏を計算したりして，データマイニング作業をよ

参容易にし，知識・蜷報解釈と評緬を有効に支援する。場合によっては，毒簸のツールを導入する

方が醗発コストと性能・流網牲などの露で霧穂であるが，ユーザーインターフェースの統一性から

考嶽して，このモジュールは基幹業務システムと同じ露発ツールを羅いて構築し，基幹業務システ

ムと統合することが望ましい。

　（5／知識ベース

　データ取集と鋳報・籏識の発見を有効にガイドし，マイニング結果を正確に評慰するための企業・

業種独自の領域知識またはマイニング手法とパラメータ～選撫こ器するメタ嬢識を保存・管達する。

白繭でデ一夕マイニングシステムを購築する場合，瞬示的に知識ベースを購築するよ顎ま，麗連モ

ジュールのプログラムに有効な知識を緩み込んで，暗示的に知識ベースを内蔵することが現実的な

や撃方である。

　（斜　璽鷺ε蔓を驚いた解析

　パソコンの普及に伴い，εxce至などの表計算ソフトはビジネス活動においてすでに不蒋欠な標準

ツールとな参，一般の業務担当者でも活濡すること1こ熟練している。また，表計算ソフトは絶えず

に進免し，繰込み露数と分新ツールなどを標準で欝載のうえ，その機能もますます高度化されてき

ている。このため，翫。ε1などの表計算ソフトに内蔵する縫込み関数と分極ツールを使っても，一定

レベルのデータマーニング作業ができることはこれまでの実擁によ箏実証されている。もちろん，業

務握当考がこれまでに積んできた経験とスキルを活篤し，総xce玉などの表計算ソフトを使って，蝿謡

的にデータ解析作業を行うことができるが，必要に応じて，VBA（V至s濾lB総髭鉛rA麹室lcatlO璽｝s／

やマク灘を稗思し，繰む返して行われるマイニング作業を自動的1こ実行することもできる。

　（7〉　Exce董を潤いた解釈と評極

　盆xcε1などの表計算ソフトのグラフ作成機籠を活駕し，データとデータ解析結果を痩感的に遜解

しやすいグラフ形式で表示した撃，ピボットテーブル機能を活覆し，データベースのデータをいろ

いろな視点から集計・解新したりして，有爵な祷鞍と知識・パターンを発見する。また，シナサオ

マネージャなどのツ～ルを稗濡して，発見された蜷報・パターンに対’してシミュレーションと評麺

を行うことができる。

　典型的なデ一夕マイニングシステムの購成案に比べて，疑案したシステム構成案は，以下の点を

強講ずるところに独費な特鍛をもつ。

　／垂／高度な専零ツールではなく，露xcelなどの表計算ソフトを使って，データ分析とデータマイエ

　　ング作業を8常的に行うことを考癒して，データ駁集の鶏動化と作業支援に重点を置く。これ

　　によ参中小企業現場において積んできた業務警邏ノウハウとパソコン耕灘経験が十分1こ活かさ
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一董ニデータマイニングシステム

　れ，投資の少なく効果的なデータマイニングシステムを構築することができる。

②　データマイニング手法の藷度化と汎絹性を邉求せず，中小企業の経営課題とデータマイニン

　グの饗的を明確にしたうえ，蒙的にあわせて関連無識を整遷し，データマイニング作業をでき

　る蔭り自動化させるよう対応モジュールを聡発することを強講ずる。対象籔雛と機能の駁建を

　通じて，よ箏シンプルなシステムを購築することができる。これによ脱農的が明確でだれで

　も態単に稽霧できるシステムが得られる。

（3／基幹業務システムとの連携・統合を強調する。いつ，どの種類，どの範露のデータに嬉して

　データマイニング作業を行うべきであるかは業務握当毒の甥懸で決めるだけでなく，データの

　異常などを難動的に監擁し，適切なタイミングで霧当者に知らせて，そして醗連データを自動

　的に叡集し，より詳しく作業指示を与えたうえ，マイニング作業を趨こさせる仕緩みを基幹業

　務システムに緩み込む必要がある。また．データの洗浄（クレンジング）作業を篶単に行うに

　は，基幹業務システムのデータ収集と保存関連の機縫またはモジュールに適窮な工夫が必要で

　ある。

4、3　データマイニング手法の遍羅牲

　P．Caもe懸ら竪1まビジネス分響におけるデータマイニングの機能・役割を次の護つに分類する。

・予灘：いままでの観灘データから将来を予離する。商品の売行き領海・販売量の予灘などのよう

　にビジネス分野における予灘機能の必要性が高い。

・セグメンテーション：穀象特性の類似牲と権違牲に基づき，顧客や商品などをいくつかのセグメ

　ントまたはクラスに分類する。マーケティング分野ではセグメンテーシ3ンが不羅欠な機能であ

　る。

・関連性分析1異なる物事穏士の関連を発つけ，かつ定量的に横縫関係を評慰する。

・外れ魑の櫨鐵：以前に知られていた予想または標準から大囁に逸臆する異鴬魑を見つける機能で

　ある。異常値から奉当に役立てる婿報が発見できることは大いに鰯待されて，外れ魑の検鐵機籠

　はますます認識され，その重要性が高くなっている。

　統計解析，人工知能，データベースとその飽の分野から膨大な数のデータマイニング手法が礎案

されて，これらの手法の一部を対象事縫会社のデータマイニングに遜霧したところ，データマイニ

ングの目的とデータの種類などによりデータマイニング手法の有効性が大きく変わって，場合に

よっては有効なマイニングがまったくできな軽ことがわかった。この事縫会社のデータマイニング

経験1こ基づき，主なデータマイニング手法とその特鐵，およびこれらの手法と上達したデータマイ

ニングの逢機能との適合性を考究し，その結果を表駄こ示す。ただし，適合性は，次の壌段籍で評

懸される二

　・◎：指定手法が該当機罷の実現に霧常に有効である。

　・O　l大部分の問題に対して指定手法が該当機能の実現に有効である。

　・◇1一部分の懇題に対して振定手法が該当機能の実現に有効である。

　・△：振定手法が該当機能の実現に必ずしも奪効ではないが，問題1こよっては遍羅可能である。
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表彰．データマイエング手法とその適合性

　　

i
－
H

F
騰
「蕪
　　r

綾

樽震分極

データマイニング手法

特籔優勝．矯所）

・分極態象をクラス分類し．至難丁翼登糞痴一ルし表ウ
・カテゴサーデータ等σ）罪数｛嚢データを高速に豊玉理できる

・繕果がわか轄やすい
・連続データのグループ牝が難点

4機能との適合性

）
予灘

セグメン

eーション

勝連性

ｪ摂
外オ

ﾌ極

糞痴一ルで表す
M高速に甦理できる 4““一 一一一

・異なる穫蒙轟の耕1売傾1舞を解僻するバスケット分壕雪

・濤贔の売行き変量むを解挺する籍系菊パターン鍛鍵
・異なる藤島の発鴛，麟客購饗季贋簿蒙を解僻する類戴鋳系　引

パターン捻撫

i主顧頒 ・黙奮鑓と寄与率に基づき多数の要素をZ
できる

・結聚び）解毅が主観的

謝

一

「㎜
　
Σ

クラスタ分一

i摂
・商贔や顧客をいくつかのクラスに高速1こ分類できる
・多数のアリゴサズムが穂罵驚能
・結集σ）意蘇づけや解毅が難しい

ビジュア婆i
ゼーションi
鰐擾化1

・人聞の嬢識と経験を活かして遜矯籟醗が広い
・綾雑なパターンをわか暑穿やすく表示できる

・定量的な分析が難しい

』
…

」

」
’

ル
ー

ラ
ワ
、
ノ

　
　
駐

一
ト
β

ユ
ツ
（

ニ
ネ
ク

・バッタプロパゲーション法を震いて，覆雑なルールやパター
ンの学警に遜癒し．各種の麗題にも高い適合“雛をもつ

・教麺鱈簿を㌻えて学習する必要がある
・糖萎露な績果が得られな力書ら墜姦籍縫係の解霧菱が難しい

ン
一
齢

ネ
ワ
熟

　
　
0

｝
ト
s

承
ッ
（

コ
ネ
ク

　
　
大

喜自己蓬§織マップとも羅磐1ま才t，　教彗棄嚢雪骨なしで効率よく分

類翼題を解決できる
・多次元データを圧縮し．

精である
抵次元マップによる胃携駕が硬

工臨藷べ丁躍然鑓ぞ繍寄鷺を麹し劾ゆ磯馴
　　」　　　・ルー脚履繍ま響稼のノウノ・ウに頼る．震動獲懲灘・
　　　　　　　　　しい

　　　　　　　マ　　1事溺ベース　・事携海士の類戴姓に基づき綜諜｝を鷺て）けて，あら融る絶
すムご

駈i叢論　　　　　題を効率よく解決できる
　　　　　　　　・ノレーノレの獲得清書露難な場合でも趨舞彗できる
　　　　　　　　・綴蓋蒲のi｝三当｛生評｛藪が難し㌧玉

　　　　　　十
　　1テキストマ　・文誉から膏灘な祷鞭・籟識の発髭に套効である
　　！仁ング　鹸霧込樋管翫職癬議など聴駅大いに剃
　　i　　　　　　　宇寺さオしている

　　　　　　　　・理実にはまだ多数σ）課題が残っている

」

しかしながら，データマイニング手法の有効性1まデータマイニングの醸的と要求，周題の盤質と

データの種類．および手法の使い方などによ讐強く影響され，表5の適合性評懸はあくまでも典璽

的な開題と通常の縫い方に醸足した場合に得られた評懸であ讐，飽の場合には参考にならないこと

　
O

るあが

また，甫販のデ一夕マイエングツールには，上述したすべてのデータマイニング手法を搭載する

ものが現時点でまだ存産しない。繕載した手法と詳総アルゴ婆ズムはツールによって異な撃，購入

のとき詳しく調べる必要がある。

32一



董ニデ一夕マイニングシステム

5．信用評懸問題への人工知能手法の適醗

轟．董　信罵葬儀問題

　3、2簾で説窮したとおり，商品代金の不払と滞納を騎．耕するため，暮々の商品代金の請求・支払デー

タび）解新を通じて，各得意先の支払状況と滞納動向を確実に摺握のうえ，各得意先の信罵護を評懲

する必要がある。

　現時点で入手可能なデータを考癒して，以下の指標を縮いて，得意先の信濡状混を解析し評徳す

るひ

　・得意先分類：一般，小売と学校をそれぞれ毒，i，2と数値化する。

　・滞納額1評懸難開申各月濡納金額の平均優

　・最大滞納響数：評懸難闘牛代金滞納8数の最大魑

　・滞納癬数：評懸難巽中代金溝納が発生した回数

　・売上：評懸類闘牛売上金額の合計値

　・取引羅数：評癒類開申売上が発生した月数

　・滞納割合1評懸期間申売上金額の合計纏に録する滞納平均額の割合

　また，各得意先の信羅綾は下記の纒議こ示すよう1こ（｝から亙までの数値を購いて6段購に分けて

評慰する。

5．2事例ベース推論を購いた信酷評緬

　以一との信霧漫評懸開題に対して，最近董隼闘のデータを基幹業務システムのデータベースから薮

篤し，さらに蟹5の評懸基準に基づき経選1担当者に各得意先の信絹度を与えてもらった。これらの

データから有効なパターンまたは規羅姓を発見しこれからの震驚度評懸と予灘紀和濡することを

データマイニング露的として，購霧分析やクラスタ分蟹などの手法を適癒して，いろいろと講べた

ところ，豪接1ここれからの評懸と予灘に穂綿できそうな結果は得られなかった。こオむは，得意先の

種類が異な参，それぞれ複雑な行動パタ～ンで取引を行い，一意的な総則性または共通性の高い行

動パターンが存在しないためであると考えられる。

　そこで，一意的な評懸（予灘よ讐，複数の評懸（予灘纏に換えてそれらの支袴穫と信頼度を

与える手法を求めて，事擁ベース推論手法を取り入れることにした。

　事衝ベース推譲とは，現在の開題と過去に解いた問題との類推を驚いて開題解決を行う推論方式

　　　　　　　　　　　掛売取撰霧　　掛売取琴海　　掛売取弓1羅
瞬瞳　盤取粥（確認〉　（鋸醸）（要濾意〉蹴強粥

｛
｝ 倉．2 “．竣　　　　　魯．暮

贋蕎．　得意売の信濃痘

G．8 i、魯
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表昏．得意先グループと特性旛響を表す変数と記号

　グループ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　信羅度
　　　　　　分類し麹劉．麹騰i滞籟璽動i取麟1灘鍵・

　　　　　　　　　　　　　　　　特　性　指　漂

　　G1　　　　　　　　　　馳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塩　　　　　　　　　　｝、；○．爵
一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一トー

　　G．　　　蛎王　　論．　　晦5　　梅‡　1　　　　　　　　　　　　　　§．2

、
」

〔 梅 エ3君 梅 4
＝還

紅
一

、
」

（

（｝5

κ

薄恥 ．鞠

．碗

ギ

廿
■
舛
　
髭

篭
　
論

意

5蛋

罎瓢

涯 第二嚢．§

断
論＝エ．（睾

匿墾塾 基 為2 7κ 渇皇　　　　　、降5
　　、記、

蘇
、 紛

＿っ一
ぎ7r　　　　I

　　一

である。事擁ベース推論では，退去に解決した開題を問題解決事纒として保存し，開題解決事饒を

現在の開題に瀦締する購。本醗究では，次0）とお移に事饒ベース推論を驚いて，得意先の借馬穫

を評慰する。

　（茎〉事侮と新規評魎繋象の記遠

　表§に示す変数と記号を稽いて，過去の事鰹と新燭評緬対象を表す。

　褒6から事携として6）各得意先はその信絹痩評懸纏に基づき，それぞれG、～G，との6つのグ

ループに分けられ，各グループの得意先の特性指標と信羅度はそれぞれ海～甜，y｝～擁とする。ま

た，新しい評鱗鰐象とする得意先の特性癒擦と信絹綾はそれぞれ勲～κπ，勤とする。

　②　評懸繋象と事溺グループの鋲離の評緬

　新規壽癒簿象とする得意先の特性旛標縄～籍が与えられると，次式（聾を驚いて，この得意先

と事携と」）距離を計算する。

　　　　　　　　　　　　　　17
　　　　　　　　　　　語鷲ノΣ（鵡バ編）2　，　露i，2，…，§　　　　　　　　　　（i〉
　　　　　　　　　　　　　㌢雇

　ただし，各事鱗グループに2つ以．乞の得意先がある場合．それぞれの事縫得意先に対して，式（葺

の籍離を求めてから，さらにグループごとに露離の平均値を計算し，この平均魑を鵡とする。

　（3〉　類態度の評緬

　新綴評癒対象と各車纒グループとの類似痩を＆，f謡玉，2，…，6として，sガは次式（跨を罵魏て評慰

する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　諾　　　　　　　　　　　　　SFレ暮　一　，　プ叫，2，…，6　　　　　　　　　　　　　（2）
　　　　　　　　　　　　　　　　Σ礁
　　　　　　　　　　　　　　　　魚π毛

　式（聾の離離と式（2／の類似痘の定義により，類似痩の魑が1に近いほど，新総譜籍離家と事擁

との類似度が高い。これらの類似度は対応する信震度予灘纏への支持痩と見なすことができる。

　紛　儀驚度の評極

　以．鉱の計算羅築によ！），新橋評懸対象の信繕度予灘纏は次のとお1糞こ決められる。

4，
」
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疇髄予潟懸肩　“諏一　縫
　一一““一亀

（1．§

支讐度 忘　　　　　　撮　　　　　　丼

　　一．一、．

酵．8　　　　茎．倉　　　平均纏y

飽i㎜r一二

　ここでの信絹綾予灘値は2つの形式で与えられる。

　・複数の予灘値とそれらの支持度1新編響懸対象が各車擁グループにどれだけ近いかを，支持度

から半琶籔できる。

　・平均｛遠二iつの｛塵で総合的嘉こ信濡護を評懸できる。

　ただし，欝欝度予灘纏の平均鐙は次式（3／を覆いて計算する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　な
　　　　　　　　　　　　　　　　　黄土Σs轟！Σ編　　　　　　　　　　　　　　　（3〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鳶1至　　　　　滝上圭

　異体的事鱗と計算結果およびこの手法の有効性については欝報の論文に鞭告させていただきた

い。

6．おわ辱に

　以上では，ある学生賑鐸簸売会社を具体的な事例として，中小企業へのデータマイニング手法の

応羅を考究した。得られた成果を要約すると，次のとお拳である。

・統計解析などの手法と比較しながら，データマイニングの定義・位置づけを議論したうえ，デー

　タマイニングの癒羅と課題について検討した。

・対象とする申小学生騒鱗販売会議の事擁を踏まえて，中小企業の経営課題とデータマイニングび）

　必要性を明確にしたうえ，中小企業1こおけるデータマイニングの遍羅分野と課題を考究した。

・蕎度な統計解析手法および人工知能手法を霧いたデータマイニングと，£xcelなどの表計算ソフ

　トを活篤し馨常的に行うデ隔心タマイニングを区窮し，中小企業海けのデ一夕マイニングシステム

　の構銭を擾案した。

・対象事鯛のデータマイニング作業経験に基づいて，主なデータマイニング手法とデータマイニン

　グの謹機能（予灘，セグメンテーション，驚達性分雛，外れ権｛の検出〉との適合性について検討

　した。

・事携ベース推譲手法を驚いて得意先の態羅評懸を行うアプローチを提案した。

　いろいろな調猿のため，異体的なデータと結果が公表できないが，本論文の議論と提案は飽業種

の中小企業にも遷鷺できると考えている。本論文の提案を異体化にして，実葬祭に対象企業に適濡し，

確実な経済的効果を得るには．まだ槻当の暗闘と労力が必要であ吾），これからの晒究テーマとした

い。
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